
西
念
寺
本
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
増
補
と
脱
漏

　
　
　
　
　
　
　
　
　

─
異
本
注
記
の
有
無
に
つ
い
て
─
（
十
一
）

小
　
林
　
恭
　
治

「
鶴
見
大
学
紀
要
」
第
53
号
　
第
4
部
　
人
文
・
社
会
・
自
然
科
学
編 （
平
成
28
年
3
月
） 

別
刷
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本
稿
は
左
記
の
拙
論
の
続
編
で
あ
る
。

・「
西
念
寺
本
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
増
補
と
脱
漏　

─
異
本
注
記
の
有
無
に
つ
い
て
─
（
一
）」

　
　
（『
鶴
見
大
学
紀
要
』
第
47
号　

第
一
部　

日
本
語
・
日
本
文
学
編　

平
成
22
年
3
月
）

・「
西
念
寺
本
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
増
補
と
脱
漏　

─
異
本
注
記
の
有
無
に
つ
い
て
─
（
二
）」

　
　
（『
鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
15
号　

平
成
22
年
4
月
）

・「
西
念
寺
本
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
増
補
と
脱
漏　

─
異
本
注
記
の
有
無
に
つ
い
て
─
（
三
）」

　
　
（『
鶴
見
大
学
紀
要
』
第
48
号　

第
一
部　

日
本
語
・
日
本
文
学
編　

平
成
23
年
3
月
）

・「
西
念
寺
本
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
増
補
と
脱
漏　

─
異
本
注
記
の
有
無
に
つ
い
て
─
（
四
）」

　
　
（『
鶴
見
大
学
紀
要
』
第
48
号　

第
四
部　

人
文
・
社
会
・
自
然
科
学
編　

平
成
23
年
3
月
）

・「
西
念
寺
本
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
増
補
と
脱
漏　

─
異
本
注
記
の
有
無
に
つ
い
て
─
（
五
）」

　
　
（『
鶴
見
大
学
紀
要
』
第
49
号　

第
一
部　

日
本
語
・
日
本
文
学
編　

平
成
24
年
3
月
）

・「
西
念
寺
本
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
増
補
と
脱
漏　

─
異
本
注
記
の
有
無
に
つ
い
て
─
（
六
）」

　
　
（『
鶴
見
大
学
紀
要
』
第
49
号　

第
四
部　

人
文
・
社
会
・
自
然
科
学
編　

平
成
24
年
3
月
）

・「
西
念
寺
本
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
増
補
と
脱
漏　

─
異
本
注
記
の
有
無
に
つ
い
て
─
（
七
）」

　
　
（『
鶴
見
大
学
紀
要
』
第
50
号　

第
一
部　

日
本
語
・
日
本
文
学
編　

平
成
25
年
3
月
）

・「
西
念
寺
本
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
増
補
と
脱
漏　

─
異
本
注
記
の
有
無
に
つ
い
て
─
（
八
）」

　
　
（『
鶴
見
大
学
紀
要
』
第
50
号　

第
四
部　

人
文
・
社
会
・
自
然
科
学
編　

平
成
25
年
3
月
）

・「
西
念
寺
本
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
増
補
と
脱
漏　

─
異
本
注
記
の
有
無
に
つ
い
て
─
（
九
）」

　
　
（『
鶴
見
大
学
紀
要
』
第
51
号　

第
四
部　

人
文
・
社
会
・
自
然
科
学
編　

平
成
26
年
3
月
）

・「
西
念
寺
本
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
増
補
と
脱
漏　

─
異
本
注
記
の
有
無
に
つ
い
て
─
（
十
）」

　
　
（『
鶴
見
大
学
紀
要
』
第
52
号　

第
四
部　

人
文
・
社
会
・
自
然
科
学
編　

平
成
27
年
3
月
）

43
、「
ク
イ
本
」（
26
オ
）

∧
研
究
ノ
ー
ト
∨

西
念
寺
本
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
増
補
と
脱
漏

︱
異
本
注
記
の
有
無
に
つ
い
て
︱
（
十
一
）

小　

林　

恭　

治

資料B−54
　

資
料
Ｂ
─

54
の
項
目（

（（（
（

は
注
記
数
が
多
い
の
で
、
次
に
示
す
よ
う
に
各
写
本
に
お
け
る
注
記

の
配
列
順
に
①
②
…
…
の
番
号
を
付
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
、
表
Ｂ
─

54
─
ａ
に
観
智
院
本
の

配
列
順
に
し
た
が
っ
て
各
写
本
の
注
記
の
対
照
表
を
作
成
し
た（

（（（
（

。

観智院本

①
莫

乂　

②
コ
ト
ナ
ラ
ム　

③
ハ
カ
ク
シ
ル

④
ト
ホ
シ　

⑤
ハ
ル
カ
ナ
リ　

⑥
カ
ク
ル　

⑦
シ
ノ
フ

⑧
正

⑨

西念寺本

①
莫

人　

②
ト

シ　

③
ハ
ル
カ
ナ
リ　

④
カ
ク
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨
ク
イ
本

⑤
コ
ト
ナ
ラ
ム　

⑥
ハ
カ
ク　

⑦
シ
ル
シ　

⑧
ノ
フ

⑩
正　

⑪
谷

高山寺本

①
中
正　

②
下
　

③
莫

反

④
ハ
ル
カ
ナ
リ　

⑤
ト

シ　

⑥
コ
ト
ナ
ラ
▲ム　

⑦
ハ
カ
ク　

⑧
カ
ク
ル　

⑨
シ
ル　

⑩
シ
ノ
ク

鎮国守国
神社本

①
莫

反　

②
ハ
ル
カ
ナ
リ　

③
ト
ヲ
シ　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

⑨
ク
イ

④
ヿ
ナ
ラ
ム　

⑤
ハ
ヤ
ク　

⑥
カ
ク
ル　

⑦
シ
ル　

⑧
シ
ノ
フ

⑩
正

⑪
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表
Ｂ
─

54
─
ａ
を
見
る
と
、
西
念
寺
本
の
第
1
番
目
の
標
出
漢
字
「

」
の
⑨
「
ク
イ
本
」

と
い
う
注
記
が
観
智
院
本
に
見
え
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　

資
料
Ｂ
─

54
に
示
し
た
西
念
寺
本
の
記
載
状
況
に
お
い
て
、
⑨
「
ク
イ
本
」
は
、
左
隣
の

⑧
「
ノ
フ
」
の
「
フ
」
字
に
寄
り
添
う
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
と
こ
ろ
か
ら
、

⑨
「
ク
イ
本
」
は
⑧
「
ノ
フ
」
の
「
フ
」
字
に
対
し
て
付
さ
れ
た
異
本
注
記
で
あ
る
か
の
よ

う
に
思
わ
れ
る
が
、
西
念
寺
本
の
⑧
「
ノ
フ
」
に
つ
い
て
は
、
表
Ｂ
─

54
─
ａ
に
よ
っ
て
、
他

の
写
本
の
状
況
を
確
認
す
る
と
、
観
智
院
本
⑦
「
シ
ノ
フ
」、
高
山
寺
本
⑩
「
シ
ノ
ク
」、
鎮

国
守
国
神
社
本
⑧
「
シ
ノ
フ
」
と
あ
り
、
西
念
寺
本
の
み
冒
頭
に
「
シ
」
字
を
欠
き
、
ま
た
、

高
山
寺
本
の
み
、
末
尾
を
「
ク
」
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

そ
こ
で
、
次
の
二
つ
の
疑
問
が
生
ず
る
。

　
［
疑
問
1
］
西
念
寺
本
の
⑧
「
ノ
フ
」
は
、
冒
頭
に
『
シ
』
字
が
欠
け
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。

　
［
疑
問
2
］
西
念
寺
本
の
⑧
「
ノ
フ
」
の
「
フ
」
は
、
本
来
『
ク
』
で
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
。

　

以
下
、
右
の
二
点
に
つ
い
て
考
察
す
る
が
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
資

料
Ｂ
─

54
に
示
し
た
各
写
本
に
お
け
る
三
つ
の
標
出
漢
字
つ
い
て
は
、
現
代
に
お
け
る
『
邈
』

字
と
異
体
字
の
関
係
に
あ
る
も
の
と
考
え
る
立
場
で
あ
る
こ
と
を
、
予
め
述
べ
て
お
く（

（（（
（

。
こ

れ
は
、
字
訓
注
記
と
し
て
推
測
さ
れ
る
候
補
の
条
件
を
『
邈
』
字
の
字
義
の
範
囲
内
と
す
る

た
め
で
あ
る
。

　

さ
て
、［
疑
問
1
］
と
し
て
、
西
念
寺
本
の
⑧
「
ノ
フ
」
に
対
し
て
、
そ
の
他
の
三
写
本

が
冒
頭
に
「
シ
」
を
有
す
る
三
文
字
の
注
記
「
シ
ノ
フ
」
も
し
く
は
「
シ
ノ
ク
」
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
西
念
寺
本
の
方
が
誤
り
で
、
⑧
「
ノ
フ
」
は
、
そ
の
冒
頭
に
『
シ
』
字
を
欠
い
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
い
に
つ
い
て
は
、例
え
ば
、西
念
寺
本
の
⑧
「
ノ
フ
」
の
「
フ
」

が
、
本
来
、
濁
音
を
示
し
た
も
の
で
、「
伸
」
も
し
く
は
「
延
」
の
意
を
示
し
た
も
の
で
あ

れ
ば
、
右
に
想
定
し
た
よ
う
に
、
資
料
Ｂ
─

54
に
示
し
た
三
つ
の
標
出
漢
字
が
『
邈
』
字
に

関
係
す
る
場
合
、
⑧
「
ノ
フ
」
も
『
邈
』
字
の
訓
と
し
て
は
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
。

　

し
か
し
、こ
こ
で
、西
念
寺
本
に
お
い
て
、⑧
「
ノ
フ
」
の
直
前
に
記
さ
れ
て
い
る
⑦
「
シ

ル
シ
」
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
⑦
「
シ
ル
シ
」
と
い
う
訓
は
、『
邈
』
字
の
訓
と
し
て
は
難

し
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
表
Ｂ
─

54
─
ａ
を
見
る
と
、
西
念
寺
本
の
⑦
「
シ
ル
シ
」
に
相
当
す
る
と
思
わ
れ

る
注
記
が
、高
山
寺
本
は
⑨
「
シ
ル
」、鎮
国
守
国
神
社
本
も
⑦
「
シ
ル
」
と
あ
る
こ
と（

（（（
（

か
ら
、

西
念
寺
本
の
⑦
「
シ
ル
シ
」
は
誤
り
で
、
本
来
は
、
そ
の
末
尾
の
「
シ
」
字
が
な
い
『
シ
ル
』

と
い
う
注
記
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

と
す
れ
ば
、
西
念
寺
本
に
お
い
て
、
末
尾
の
「
シ
」
字
が
蛇
足
と
な
っ
て
い
る
⑦
「
シ
ル

シ
」
と
、冒
頭
に
『
シ
』
字
が
欠
け
て
い
る
⑧
「
ノ
フ
」
が
連
続
し
て
記
さ
れ
て
い
る
「
シ
・

ル
・
シ
・
ノ
・
フ
」
の
文
字
列
は
、
本
来
、『
シ
ル
』
と
『
シ
ノ
フ
』
と
解
す
べ
き
も
の
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る（

（（（
（

。

　

次
に
［
疑
問
2
］
で
あ
る
が
、
表
Ｂ
─

54
─
ａ
に
お
い
て
、
観
智
院
本
で
⑦
「
シ
ノ
フ
」、

鎮
国
守
国
神
社
本
で
⑧
「
シ
ノ
フ
」
と
あ
る
こ
と
に
対
し
て
、
右
の
考
察
に
よ
り
、
西
念
寺

本
の
⑧
「
ノ
フ
」
が
『
シ
ノ
フ
』
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
高
山
寺
本
の
み
、
⑩
「
シ
ノ
ク
」

と
あ
り
、
末
尾
を
「
ク
」
と
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
資
料
Ｂ
─

54
に
示
し
た
よ

う
に
、
高
山
寺
本
の
⑩
「
シ
ノ
ク
」
の
各
文
字
に
声
点（

（（（
（

が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
や
は
り

優
先
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
高
山
寺
本
の
⑩
「
シ
ノ
ク
」
の
方
が
正

し
い
も
の
と
考
え
る
。

　

ゆ
え
に
、本
来
『
シ
ノ
ク
』
と
あ
っ
た
記
述
が
、恐
ら
く
は
、カ
タ
カ
ナ
の
『
ク
』
と
『
フ
』

に
お
け
る
字
画
の
類
似
に
よ
り
、『
シ
ノ
フ
』
と
誤
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。

　

観
智
院
本
で
⑦
「
シ
ノ
フ
」、
鎮
国
守
国
神
社
本
で
⑧
「
シ
ノ
フ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
す

れ
ば
、『
シ
ノ
ク
』
が
『
シ
ノ
フ
』
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
後
で
、西
念
寺
本
に
お
い
て
、

⑦
「
シ
ル
シ
」
と
⑧
「
ノ
フ
」
の
よ
う
に
誤
解
さ
れ
る
よ
う
な
状
況
が
生
じ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。

　

本
稿
筆
者
が
、
表
Ｂ
─

54
─
ａ
の
作
成
に
あ
た
り
、
西
念
寺
本
の
「
シ
・
ル
・
シ
・
ノ
・
フ
」

の
文
字
列
を
⑦
「
シ
ル
シ
」
と
⑧
「
ノ
フ
」
と
判
断
し
た
の
は
、
標
出
漢
字
の
字
義
を
考
慮

観
智
院
本

西
念
寺
本

高
山
寺
本

鎮
国
守
国
神
社
本

　

①
莫

乂

　

②
コ
ト
ナ
ラ
ム

　

③
ハ
カ
ク
シ
ル

　

④
ト
ホ
シ

　

⑤
ハ
ル
カ
ナ
リ

　

⑥
カ
ク
ル

　

⑦
シ
ノ
フ

　

①
莫

人

　

⑤
コ
ト
ナ
ラ
ム

　

⑥
ハ
カ
ク

　

⑦
シ
ル
シ

　

②
ト

シ

　

③
ハ
ル
カ
ナ
リ

　

④
カ
ク
ル

　

⑧
ノ
フ

　

⑨
ク
イ
本

　

③
莫

反

　

⑥
コ
ト
ナ
ラ
▲ム　

　

⑦
ハ
カ
ク

　

⑨
シ
ル

　

④
ハ
ル
カ
ナ
リ

　

⑤
ト

シ

　

⑧
カ
ク
ル

　

⑩
シ
ノ
ク

　

①
莫

反

　

④
ヿ
ナ
ラ
ム

　

⑤
ハ
ヤ
ク

　

⑦
シ
ル

　

②
ハ
ル
カ
ナ
リ

　

③
ト
ヲ
シ　

　

⑥
カ
ク
ル

　

⑧
シ
ノ
フ

　

⑨
ク
イ

　

⑧
正

　

⑩
正

　

①
中
正

　

⑩
正

　

⑨

　

⑪
谷

　

②
下

　

⑪

表B−54−a
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せ
ず
に
、
視
覚
的
な
記
載
状
況
の
み
で
判
断
し
た
こ
と
が
理
由
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
そ
の
ま
ま
で
は
、
西
念
寺
本
の
⑨
「
ク
イ
本
」
は
⑧
「
ノ
フ
」
の
「
フ
」
字

に
対
し
て
付
さ
れ
た
異
本
注
記
で
あ
る
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
が
、
右
に

考
察
し
た
よ
う
に
、
そ
れ
は
誤
り
で
、
西
念
寺
本
の
⑧
「
ノ
フ
」
は
、
本
来
、『
シ
ノ
フ
』

と
解
す
る
べ
き
も
の
で
、
西
念
寺
本
の
⑨
「
ク
イ
本
」
は
、「『
シ
ノ
フ
』
の
『
フ
』
が
異
本

で
は
『
ク
』
と
記
さ
れ
て
い
る
」
の
意
を
示
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
、
西
念
寺
本
の
異
本
の
内
容
は
、
高
山
寺
本
の
記
述
と
一
致
す
る
と
い
う
こ
と
に

な
る（

（（（
（

。

　

と
こ
ろ
で
、
例
え
ば
、
資
料
Ｂ
─

54
に
示
し
た
西
念
寺
本
の
冒
頭
の
注
記
に
お
け
る
①
「
莫

人
」、
②
「
ト

シ
」、
③
「
ハ
ル
カ
ナ
リ
」
の
記
載
状
況
が
、
一
見
す
る
と
、「
莫
」「

人
ト
」「

シ
ハ
ル
カ
ナ
リ
」
と
分
か
ち
書
き
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
と
こ
ろ
か
ら
す

れ
ば
、
現
西
念
寺
本
の
書
写
者
は
、
少
な
く
と
も
、
こ
の
「

」
項
目
の
転
写
に
お
い
て
は
、

記
載
内
容
の
意
味
ま
で
は
考
慮
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
る
。

　

そ
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
転
写
時
の
底
本
の
記
述
が
正
常
で
あ
っ
た
場
合
に
は
、
学
識
不

足
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
し
、
底
本
に
お
い
て
す
で
に
渾
沌
と
し
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、

訂
正
の
労
を
惜
し
ん
で
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
機
械
的
に
作
業
を
し
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像

さ
れ
る
が
、そ
う
し
た
西
念
寺
本
の
「

」
項
目
の
注
記
の
記
載
状
況
が
渾
沌
と
し
て
し
ま
っ

た
理
由
に
つ
い
て
は
、
ま
た
、
別
の
機
会
に
譲
る
こ
と
と
す
る
。

44
、「
ル
イ
」（
26
オ
）

　

資
料
Ｂ
─

55
の
項
目
は
注
記
数
が
多
い
の
で
、
次
に
示
す
よ
う
に
各
写
本
に
お
け
る
注
記

の
配
列
順
に
①
②
…
…
の
番
号
を
付
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
、
表
Ｂ
─

55
─
ａ
に
観
智
院
本
の

配
列
順
に
し
た
が
っ
て
各
写
本
の
注
記
の
対
照
表
を
作
成
し
た
。

観智院本

①
亠
　

②
又
章
石
乂　

③

亠　

④
ハ
フ　

⑤
ハ
ヒ
イ
ル　

⑥
イ
ト

⑦
フ
ム　

⑧
イ
フ
コ
ト　

⑨
ヿ
ト
モ
リ　

⑩
ム
カ
フ

⑪
ウ
ツ
ス　

⑫
ハ
ツ
ス　

⑬
ヨ
ハ
ウ

西念寺本

①
亠
彦　

②
又
章
石
人　

③
谷

亠　

④
ハ
ヒ
イ
ル　

⑤
ケ
フ
ヿ　

⑥
コ
ト
ヽ
モ
リ　

⑦
ハ
ツ　

⑧
イ
ト
　

⑨
ム
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫
ル
イ

フ　

⑩
ウ
ツ
爪　

⑪
ハ
ツ
ス　

⑬
ヒ
ノ
ハ
フ　

⑭
フ
ム

高山寺本

①
音
　

②
又
章

　

石
反　

③

音

④
ハ
フ　

⑤
ハ
ヒ
イ
ル

⑥
フ
ム　

⑦
イ
ト
　

⑧
イ
フ
コ
ト　

⑨
コ
ト
ヽ
モ
リ　

⑩
ム
カ
フ　

⑪
ウ
ツ
ス

⑫
ハ
ツ
ス　

⑬

ハ
フ　

鎮国守国
神社本

①
亠
　

②
又
章
石
反　

③
□

亠　

④
ハ
フ　

⑤
ハ
ヒ
イ
ル　

⑥
フ
ム　

⑦
イ

　

⑧
□
フ
ヿ　

⑨
ヿ
ト
モ
リ　

⑩
ム
カ
フ　

⑪
ウ
ツ
ス　

⑫

ハ
フ

　

表
Ｂ
─

55
─
ａ
を
見
る
と
、
西
念
寺
本
の
標
出
漢
字
「
這
」
の
⑫
「
ル
イ
」
が
観
智
院
本
に

見
え
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
西
念
寺
本
の
⑫
「
ル
イ
」
は
高
山
寺
本
、
鎮
国
守
国
神
社

観
智
院
本

西
念
寺
本

高
山
寺
本

鎮
国
守
国
神
社
本

　

①
亠

　

②
又
章
石
乂

　

③

亠

　

④
ハ
フ

　

⑤
ハ
ヒ
イ
ル

　

⑥
イ
ト

　

⑦
フ
ム

　

⑧
イ
フ
コ
ト

　

⑨
ヿ
ト
モ
リ

　

⑩
ム
カ
フ

　

⑪
ウ
ツ
ス

　

⑫
ハ
ツ
ス

　

⑬
ヨ
ハ
ウ

　

①
亠
彦

　

②
又
章
石
人

　

③
谷

亠

　

⑦
ハ
ツ

　

④
ハ
ヒ
イ
ル　

　

⑧
イ
ト

　

⑭
フ
ム

　

⑤
ケ
フ
ヿ

　

⑥
コ
ト
ヽ
モ
リ

　

⑨
ム
カ
フ

　

⑩
ウ
ツ
爪

　

⑫
ル
イ

　

⑪
ハ
ツ
ス

　

⑬
ヒ
ノ
ハ
フ

　

①
音
　

　

②
又
章
石
反

　

③

音　

　

④
ハ
フ

　

⑤
ハ
ヒ
イ
ル

　

⑦
イ
ト

　

⑥
フ
ム

　

⑧
イ
フ
コ
ト　

　

⑨
コ
ト
ヽ
モ
リ

　

⑩
ム
カ
フ

　

⑪
ウ
ツ
ス

　

⑫
ハ
ツ
ス

　

⑬

ハ
フ　

　

①
亠

　

②
又
章
石
反

　

③
□

亠

　

④
ハ
フ　

　

⑤
ハ
ヒ
イ
ル

　

⑦
イ

　

⑥
フ
ム

　

⑧
□
フ
ヿ

　

⑨
ヿ
ト
モ
リ　

　

⑩
ム
カ
フ

　

⑪
ウ
ツ
ス

　

⑫

ハ
フ

表B−55−a

資料B−55
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本
に
も
見
え
な
い
の
で
、
西
念
寺
本
に
お
け
る
増
補
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る（

（（（
（

。

　

と
こ
ろ
で
、
西
念
寺
本
の
⑫
「
ル
イ
」
は
、「
～
イ
」
の
形
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
異
本
注

記
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
資
料
Ｂ
─

55
に
示
し
た
よ
う
に
、
そ
の
記
載
位
置
が
曖
昧
で

あ
る
た
め
に
、
一
瞥
し
た
だ
け
で
は
、
ど
の
記
述
に
対
す
る
異
本
注
記
で
あ
る
の
か
、
判
断

し
に
く
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
⑫
「
ル
イ
」
が
異
本
注
記
で
あ
っ
た
場
合
、
そ
の
対

象
と
す
る
記
述
が
何
に
な
る
の
か
、
以
下
に
考
察
し
た
い
と
思
う
。

　

さ
て
、
右
に
、
西
念
寺
本
の
⑫
「
ル
イ
」
の
「
記
載
位
置
が
曖
昧
」
と
し
た
が
、
改
編
本

系
の
名
義
抄
に
お
い
て
、
異
本
注
記
を
記
す
際
に
は
、
そ
の
対
象
す
る
記
述
と
の
関
係
が
直

ち
に
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
、
異
本
注
記
を
、
対
象
の
記
述
よ
り
も
小
字
で
、
対
象
に
寄
り
添

う
よ
う
に
記
す
と
い
う
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
西
念
寺
本
の
⑫
「
ル
イ
」
つ
い
て
は
、
確
か
に
「
ル
」
字
を
小
字
で
記
し
て

い
る
よ
う
に
は
見
え
る
も
の
の
、「
ル
」
字
自
体
は
、
注
記
の
2
行
目
と
3
行
目
の
行
間
の
、

ほ
ぼ
中
央
に
記
さ
れ
て
お
り
、
対
象
に
寄
り
添
う
よ
う
に
記
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
名
義

抄
利
用
者
の
立
場
と
し
て
は
、
⑫
「
ル
イ
」
が
付
さ
れ
た
対
象
を
、
瞬
時
に
特
定
す
る
こ
と

が
難
し
い
状
況
に
あ
る（

（（（
（

。

　

異
本
注
記
の
対
象
が
曖
昧
に
な
る
と
い
う
現
象
は
、
異
本
対
照
作
業
を
実
施
し
た
際
の
写

本
を
、
さ
ら
に
転
写
し
た
場
合
の
写
本
で
あ
れ
ば
、
充
分
に
あ
り
得
る
も
の
と
思
わ
れ
、
そ

う
し
た
ケ
ー
ス
に
遭
遇
し
た
場
合
に
、
異
本
注
記
の
対
象
を
ど
の
よ
う
に
し
て
特
定
す
る
か

と
言
え
ば
、
異
本
の
方
が
誤
記
で
な
い
な
ら
ば
、

　

・
異
本
注
記
の
周
辺
の
記
述
の
中
か
ら
、
異
本
注
記
の
示
す
情
報
に
基
づ
い
て
記
述
を
変

更
し
て
も
成
立
す
る
記
述
を
探
す
。

と
い
う
方
法
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
際
に
、

　

・
別
の
写
本
に
異
本
注
記
が
示
す
情
報
と
同
様
の
記
述
が
見
え
る
場
合
に
は
、
そ
の
箇
所

が
異
本
注
記
の
対
象
で
あ
る
と
推
定
す
る
根
拠
に
な
る
。

と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
今
回
の
場
合
、
西
念
寺
本
の
⑫
「
ル
イ
」
を
異
本
注
記
と
考
え
た
場
合
に
、
⑫

「
ル
イ
」
の
周
辺
の
記
述
に
お
い
て
、「
ル
」
に
変
更
し
て
も
成
立
す
る
注
記
を
探
し
て
み
た

と
こ
ろ
、
可
能
性
が
あ
る
対
象
に
つ
い
て
、
次
の
〈
ａ
〉
と
〈
ｂ
〉
の
二
つ
の
候
補
を
考
え

た
。

〈
ａ
〉
西
念
寺
本
の
⑫
「
ル
イ
」
は
、
2
行
目
の
⑥
「
コ
ト
丶
モ
リ
」
の
「
リ
」
に
対
す

る
異
本
注
記
で
あ
る
。

〈
ｂ
〉
西
念
寺
本
の
⑫
「
ル
イ
」
は
、
3
行
目
の
⑪
「
ハ
ツ
ス
」
の
「
ス
」
に
対
す
る
異

本
注
記
で
あ
る
。

　

ま
ず
、〈
ａ
〉
案
の
場
合
、

　

・
異
本
注
記
⑫
「
ル
イ
」
は
、「
⑥
『
コ
ト
丶
モ
リ
』
の
『
リ
』
が
異
本
で
は
『
ル
』
と

記
さ
れ
て
い
る
」
の
意
を
示
し
て
い
る
。

と
い
う
こ
と
に
な
り
、
こ
の
場
合
、
⑥
「
コ
ト
丶
モ
リ
」
が
、
西
念
寺
本
の
異
本
で
は
動
詞

の
終
止
形
『
コ
ト
丶
モ
ル
』
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
⑥
「
コ
ト
丶
モ
リ
」
の
よ
う

な
、
連
用
形
も
し
く
は
そ
の
名
詞
化
し
た
訓
で
あ
っ
た
も
の
が
、
転
写
を
経
る
過
程
に
お
い

て
『
コ
ト
丶
モ
ル
』
の
よ
う
な
、
終
止
形
に
変
更
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
あ
り
得
な
い
も

の
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
表
Ｂ
─

55
─
ａ
の
観
智
院
本
・
高
山
寺
本
・
鎮
国
守
国
神
社

本
に
『
コ
ト
丶
モ
ル
』
と
し
て
い
る
例
は
見
え
ず
、
そ
の
点
に
お
い
て
は
根
拠
に
欠
け
る
こ

と
に
な
る
。

　

次
に
、〈
ｂ
〉
案
の
場
合
、

　

・
異
本
注
記
⑫
「
ル
イ
」
は
、「
⑪
『
ハ
ツ
ス
』
の
『
ス
』
が
異
本
で
は
『
ル
』
と
記
さ

れ
て
い
る
」
の
意
を
示
し
て
い
る
。

と
い
う
こ
と
に
な
り
、
こ
の
「
ハ
ツ
ス
」
を
「
外
」
の
意
の
注
記
で
あ
る
と
す
る
と（

（（（
（

、
他
動

詞
の
⑪
「
ハ
ツ
ス
」（
外は
づ

す
）
が
、
異
本
で
は
自
動
詞
『
ハ
ツ
ル
』（
外は
づ

る
）
と
記
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
現
象
も
転
写
の
過
程
に
お
け
る
変
化
と
し
て
は
、
あ
り
得
な
い

も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
場
合
も
、
表
Ｂ
─

55
─
ａ
の
観
智
院
本
・
高
山
寺
本
・
鎮
国
守
国
神
社
本
に

は
、『
ハ
ツ
ル
』
の
例
が
見
え
ず
、
根
拠
に
欠
け
る
こ
と
に
な
る
。

　
〈
ａ
〉〈
ｂ
〉
と
も
に
、
あ
り
得
な
い
と
も
断
言
で
き
な
い
が
、
根
拠
に
欠
け
る
た
め
に
、

ど
ち
ら
を
採
用
す
べ
き
で
あ
る
か
判
断
で
き
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
草
川
昇
氏
は
、
本
稿
の
〈
ｂ
〉
案
と
同
様
の
立
場
を
と
っ
て
お
ら
れ
る（

（（（
（

。
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草
川
氏
は
、
そ
の
根
拠
に
つ
い
て
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
異
本
注
記
は
、
対
象
と
す
る

記
述
の
右
側
に
記
さ
れ
る
と
い
う
、
一
般
的
な
印
象
に
し
た
が
っ
た
の
か
も
れ
な
い
。

　

西
念
寺
本
の
異
本
注
記
の
記
載
位
置
に
つ
い
て
は
、
本
稿
の
第
4
章
で
ま
と
め
る
の
で
、

こ
こ
で
は
詳
細
を
述
べ
な
い
が
、こ
こ
ま
で
の
本
稿
に
お
け
る
考
察
の
範
囲
内
に
お
い
て
も
、

西
念
寺
本
の
異
本
注
記
が
、
対
象
と
す
る
記
述
の
右
側
に
記
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
見
ら
れ

た
の
は
確
か
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
西
念
寺
本
に
お
い
て
、
異
本
注
記
を
、
対
象
と
す
る
記
述
の
左
も
し
く
は
左
下

に
付
す
と
い
う
例
が
な
か
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
左
も
し
く
は
左
下
に
付

さ
れ
た
明
確
な
ケ
ー
ス
と
し
て
は
、
第
5
項
目
（
資
料
Ｂ
─

5
）、
第
6
項
目
（
資
料
Ｂ
─

6
）、

第
23
項
目
（
資
料
Ｂ
─

20
）
な
ど
、
複
数
の
例
が
見
ら
れ
、
必
ず
し
も
、
書
き
漏
ら
し
の
際

の
補
填
作
業
の
結
果
の
よ
う
に
は
思
え
な
い
ケ
ー
ス
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
し
て
、
異
本
注
記
が
対
象
の
左
も
し
く
は
左
下
に
付
さ
れ
る
ケ
ー
ス
に
お
い
て
は
、
注

記
が
1
行
分
し
か
な
い
場
合
と
、
注
記
が
複
数
行
に
わ
た
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
と
き
の
最
終

行
に
対
象
が
記
さ
れ
て
い
る
場
合
に
表
れ
や
す
い
と
い
う
傾
向
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る（

（（（
（

。

　

こ
れ
は
、
例
え
ば
、
異
本
注
記
は
対
象
と
す
る
記
述
の
右
側
に
記
す
と
い
う
方
針
を
原
則

と
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
も
、
異
本
注
記
を
記
入
す
る
ス
ペ
ー
ス
が
狭
い
こ
と
は
、
記
入

者
に
お
い
て
、
常
に
問
題
と
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
注
記
が
1
行
分
し
か
な
い
場
合

に
は
、
そ
の
注
記
の
左
側
に
充
分
な
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
や
、
注
記
が
複
数
行
あ
る
場
合

の
最
終
行
で
あ
れ
ば
、
細
か
い
注
意
を
払
っ
て
行
間
に
書
き
込
む
よ
り
も
、
左
側
に
書
く
方

が
精
神
的
に
も
ス
ペ
ー
ス
的
に
も
容
易
に
書
け
る
と
い
う
誘
惑
に
耐
え
ら
れ
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

つ
ま
り
、
今
回
の
、
標
出
漢
字
「
這
」
の
項
目
の
よ
う
に
、
標
出
漢
字
に
対
す
る
注
記
が

3
行
に
わ
た
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
に
お
い
て
、〈
ａ
〉
案
の
よ
う
に
2
行
目
の
⑥
「
コ

ト
丶
モ
リ
」
の
「
リ
」
字
の
左
側
に
異
本
注
記
⑫
「
ル
イ
」
を
付
す
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
、

左
側
に
付
す
ケ
ー
ス
の
条
件
か
ら
す
る
と
、
可
能
性
が
低
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
草
川
氏
の
よ
う
に
、〈
ｂ
〉
案
を
採
用
す
る
こ
と
が
妥
当
な
よ
う
に
思
わ

れ
て
く
る
。

　

し
か
し
、こ
こ
で
新
た
に
問
題
と
な
る
の
は
、資
料
Ｂ
─

55
に
示
し
た
よ
う
に
、⑫
「
ル
イ
」

は
、
⑪
「
ハ
ツ
ス
」
の
「
ス
」
字
の
右
の
上
方
か
ら
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

対
象
と
す
る
記
述
の
「
右
」
は
可
と
し
て
も
、
右
側
の
「
上
方
」
か
ら
記
載
さ
れ
て
い
る
異

本
注
記
⑫
「
ル
イ
」
の
位
置
は
、
不
自
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
か（

（（（
（

。

　

そ
も
そ
も
、
本
来
、
底
本
に
お
い
て
、
⑫
「
ル
イ
」
が
⑪
「
ハ
ツ
ス
」
の
「
ス
」
字
に
対

す
る
異
本
注
記
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
た
場
合
、
転
写
者
が
底
本
に
忠

実
な
転
写
を
心
が
け
た
な
ら
ば
、
⑫
「
ル
イ
」
と
「
ス
」
字
の
位
置
関
係
は
保
存
さ
れ
る
で

あ
ろ
う
が
、
現
存
の
西
念
寺
本
の
様
子
か
ら
は
、
右
に
述
べ
た
よ
う
な
問
題
点
が
存
在
す
る
。

と
い
う
こ
と
は
、
⑫
「
ル
イ
」
が
⑪
「
ハ
ツ
ス
」
の
「
ス
」
字
に
対
す
る
異
本
注
記
で
あ
っ

た
場
合
、
少
な
く
と
も
こ
の
箇
所
に
お
い
て
は
、
異
本
対
照
後
の
転
写
作
業
が
底
本
に
忠
実

で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
あ
る
転
写
の
段
階
で
、
⑫
「
ル
イ
」
と
⑪
「
ハ
ツ
ス
」

の
位
置
関
係
に
変
化
が
生
じ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

そ
こ
で
、草
川
氏
に
し
た
が
っ
て
〈
ｂ
〉
案
を
採
用
し
た
場
合
に
、⑫
「
ル
イ
」
が
⑪
「
ハ

ツ
ス
」
の
「
ス
」
字
の
右
上
方
か
ら
記
さ
れ
る
可
能
性
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
が
成
立
す
る
の
は
、
や
は
り
、
異
本
対
照
後
の
写
本
を
さ
ら
に
転
写
す

る
作
業
の
際
の
手
順
に
起
因
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
異
本
対
照
を
す
る
際
に
は
、
ま
ず
最
初
に
底
本
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
記
述
が
あ

り
、
異
本
と
相
違
す
る
記
述
を
発
見
し
た
際
に
、
異
本
注
記
を
底
本
に
書
き
加
え
る
と
い
う

作
業
に
な
る
が
、
そ
の
異
本
注
記
が
記
さ
れ
た
写
本
が
、
さ
ら
に
転
写
さ
れ
る
場
合
に
は
、

最
後
に
異
本
注
記
が
転
写
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
し
て
ま
た
、
転
写
者
が
、
異
本
注
記
の
意
味
内
容
を
理
解
し
て
作
業
し
て
い
れ
ば
、
異

本
対
照
後
の
転
写
の
際
に
お
い
て
も
、
異
本
注
記
と
そ
の
対
象
と
の
関
係
が
不
明
瞭
に
は
な

ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

例
え
ば
、
転
写
の
際
に
、
文
字
の
大
き
さ
や
文
字
相
互
の
間
隔
が
変
化
し
た
こ
と
で
、
⑪

「
ハ
ツ
ス
」
の
「
ス
」
字
が
、底
本
に
お
け
る
位
置
と
は
異
な
る
場
所
に
移
動
し
た
と
し
て
も
、

⑫
「
ル
イ
」
が
「
ス
」
字
に
対
す
る
異
本
注
記
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
れ
ば
、
そ
れ
と

わ
か
る
位
置
に
⑫
「
ル
イ
」
も
移
動
さ
せ
る
は
ず
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
今
回
、
そ
う
な
っ
て
い
な
い
の
は
、
転
写
者
が
⑫
「
ル
イ
」
に
対
す
る
異
本
注

記
と
し
て
の
理
解
が
な
く
、
目
に
映
っ
た
文
字
を
機
械
的
に
書
き
写
し
て
い
た
可
能
性
が
考

え
ら
れ
る（

（（（
（

。

　

そ
う
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
三
つ
の
手
順
に
よ
る
こ
と

で
、
異
本
注
記
⑫
「
ル
イ
」
が
、
⑪
「
ハ
ツ
ス
」
の
「
ス
」
字
の
右
上
か
ら
記
さ
れ
る
と
い

う
状
況
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

　

ま
ず
、
2
行
目
の
注
記
を
書
く
。

第 1段階

〔
2
行
目
〕
⑤
ケ
フ
ヿ　

⑥
コ
ト
ヽ
モ
リ　

⑦
ハ
ツ　

⑧
イ
ト
　

⑨
ム
カ

　
　
　
　
　
　
　
　

↓
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次
に
、
異
本
注
記
⑫
「
ル
イ
」
を
書
く
。

第 2段階

〔
2
行
目
〕
⑤
ケ
フ
ヿ　

⑥
コ
ト
ヽ
モ
リ　

⑦
ハ
ツ　

⑧
イ
ト
　

⑨
ム
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

⑫
ル
イ

　
　
　
　
　
　
　
　

↓

　

最
後
に
、
3
行
目
の
注
記
を
書
く
。

第 3段階

〔
2
行
目
〕
⑤
ケ
フ
ヿ　

⑥
コ
ト
ヽ
モ
リ　

⑦
ハ
ツ　

⑧
イ
ト
　

⑨
ム
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
⑫
ル
イ

〔
3
行
目
〕
フ　

⑩
ウ
ツ
爪　

⑪
ハ
ツ
ス　

⑬
ヒ
ノ
ハ
フ　

⑭
フ
ム

　

転
写
作
業
の
順
序
と
し
て
、
先
に
⑪
「
ハ
ツ
ス
」
が
記
さ
れ
、
後
に
異
本
注
記
⑫
「
ル
イ
」

が
転
写
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
⑫
「
ル
イ
」
を
「
ス
」
字
の
右
上
か
ら
書
き
始
め
る
よ
う
な

こ
と
は
し
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
実
際
に
は
、
⑫
「
ル
イ
」
を
転
写
し
た
後
に
⑪
「
ハ
ツ
ス
」

を
転
写
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
の
作
業
時
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
底
本
の
注
記
の
意
味
内
容
に
意
を
払
わ
な
い
で
作
業
が
行

わ
れ
た
と
い
う
場
合
に
お
い
て
も
、
⑫
「
ル
イ
」
の
記
載
位
置
は
特
殊
で
あ
る
か
ら
、
第
2

段
階
に
お
け
る
⑫
「
ル
イ
」
の
記
載
位
置
に
は
つ
い
て
は
、
幾
分
、
考
え
を
巡
ら
し
た
の
で

は
な
い
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
⑫
「
ル
イ
」
の
場
所
を
決
定
す
る
目
印

と
し
て
、
先
に
記
し
た
2
行
目
の
記
述
、
恐
ら
く
は
、
⑥
「
コ
ト
丶
モ
リ
」
の
「
モ
」
字
や

「
リ
」
字
の
位
置
を
目
安
と
す
る
こ
と
で
、
底
本
と
類
似
し
た
位
置
に
⑫
「
ル
イ
」
を
転
記

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
も
の
と
推
測
す
る
。

　

し
か
し
、
次
の
第
3
段
階
に
お
い
て
、
3
行
目
の
注
記
を
転
写
す
る
際
に
は
、
先
に
記
し

た
⑫
「
ル
イ
」
の
位
置
と
⑪
「
ハ
ツ
ス
」
の
「
ス
」
字
の
位
置
と
を
厳
密
に
考
慮
せ
ず
に
書

写
し
た
た
め
に
、⑫
「
ル
イ
」
の
記
載
位
置
と
⑪
「
ハ
ツ
ス
」
の
「
ス
」
字
の
記
載
位
置
が
、

底
本
と
は
異
な
っ
て
し
ま
い
、
結
果
と
し
て
、
⑫
「
ル
イ
」
が
「
ス
」
字
の
右
上
方
に
位
置

す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、〈
ｂ
〉
案
に
お
け
る
、
西
念
寺
本
の
⑫
「
ル
イ
」
と
⑪
「
ハ

ツ
ス
」
の
「
ス
」
字
の
位
置
関
係
の
問
題
点
を
説
明
で
き
る（

（（（
（

。

　

さ
て
、
以
上
に
よ
り
、〈
ｂ
〉
案
を
採
用
す
る
こ
と
で
、
問
題
は
解
決
さ
れ
た
と
し
て
よ

い
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
敢
え
て
、
も
う
一
つ
の
可
能
性
に
つ

い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

　

そ
れ
は
、
西
念
寺
本
に
お
い
て
異
本
注
記
と
し
た
⑫
「
ル
イ
」
の
記
述
自
体
を
疑
う
も
の

で
あ
る
。

　

補
助
資
料
Ｂ
─

55
─

ウ
は
、
西
念
寺
本
の
記
載
状
況
を
詳
し
く
見
る
た
め
に
、
資
料
Ｂ
─

55

の
西
念
寺
本
の
箇
所
を
拡
大
し
、
再
掲
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
よ
り
改
め
て
標
出
漢
字
「
這
」
の
項
目
の
記
載
状
況
を
見
る
と
、
注
記
の
文
字
の

大
き
さ
が
不
統
一
で
あ
っ
た
り
、
右
払
い
、
左
払
い
の
字
画
を
有
す
る
文
字
の
当
該
箇
所
が

極
端
に
大
き
く
払
わ
れ
る
な
ど
、
前
後
の
文
字
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
欠
い
て
い
た
り
す
る
こ
と

に
気
づ
く
。
殊
に
、
文
字
相
互
の
間
隔
に
つ
い
て
は
渾
沌
と
し
て
お
り
、
注
記
を
分
か
ち
書

き
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
は
ず
の
視
覚
的
効
果
を
無
意
味
に
し
て
し
ま
う
よ
う
な
記
さ
れ
方

で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
不
体
裁
の
状
況
の
中
で
、
こ
こ
で
特
に
問
題
と
し
た
い
の
は
、
注
記
の
第
3
行

目
の
記
載
状
況
で
あ
る
。

　

注
記
の
3
行
目
は
、
⑨
「
ム
カ
フ
」
の
「
フ
」
字
か
ら
書
き
始
め
ら
れ
て
い
る
が
、
続
く

⑩
「
ウ
ツ
爪
」
を
経
て
、
⑪
「
ハ
ツ
ス
」
の
「
ハ
」
字
ま
で
は
、
文
字
が
次
第
に
左
方
向
へ

と
片
寄
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
3
行
目
冒
頭
の
⑨
「
ム
カ
フ
」
の
「
フ
」
字
を
記

す
際
に
、
2
行
目
に
寄
せ
過
ぎ
て
行
間
を
狭
く
し
過
ぎ
た
こ
と
や
、「
フ
」
字
を
小
さ
く
書

き
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

そ
し
て
、
3
行
目
を
書
き
進
め
る
に
し
た
が
っ
て
、
次
第
に
文
字
が
左
に
片
寄
る
よ
う
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
の
、
⑪
「
ハ
ツ
ス
」
の
「
ハ
」
字
ま
で
書
き
及
ん
だ
と
き
に
、
そ
の

異
常
を
反
省
し
、
次
の
、
⑪
「
ハ
ツ
ス
」
の
「
ツ
」
字
を
記
す
と
き
か
ら
、
今
度
は
、
行
を

右
に
寄
せ
る
よ
う
に
方
向
転
換
し
た
か
の
よ
う
に
見
え
る
。

　

そ
し
て
、
こ
こ
で
気
が
つ
く
の
は
、
そ
の
⑪
「
ハ
ツ
ス
」
の
「
ツ
」
字
に
近
い
の
は
、
⑪

「
ハ
ツ
ス
」
の
「
ス
」
字
よ
り
も
⑫
「
ル
イ
」
の
「
ル
」
字
で
は
な
い
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

　

仮
に
、
⑪
「
ハ
ツ
ス
」
の
「
ツ
」
字
を
記
し
た
と
き
か
ら
、
行
の
流
れ
を
右
へ
進
む
よ
う

に
と
方
針
を
変
更
し
た
の
で
あ
れ
ば
、「
ツ
」
字
の
次
の
「
ス
」
字
で
ま
た
左
に
戻
る
の
は
、

「
ツ
」
字
を
右
に
寄
せ
た
意
味
が
な
く
な
り
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

一
方
で
、
⑪
「
ハ
ツ
ス
」
の
「
ハ
」
字
か
ら
「
ツ
」
字
へ
と
右
に
向
か
う
流
れ
の
延
長
線

上
に
は
、
⑫
「
ル
イ
」
の
「
ル
」
字
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

補助資料
B−55−ウ
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こ
う
し
た
3
行
目
の
転
写
作
業
時
の
状
況
を
想
像
し
、
行
の
流
れ
と
い
う
、
文
字
が
記
さ

れ
て
い
く
作
業
の
進
行
方
向
と
い
う
点
か
ら
見
る
と
、
⑪
「
ハ
ツ
ス
」
と
⑫
「
ル
イ
」
と
し

て
理
解
し
た
二
つ
の
文
字
列
「
ハ
・
ツ
・
ス
」
と
「
ル
・
イ
」
の
記
載
が
な
さ
れ
て
い
る
箇

所
の
状
況
の
把
握
の
仕
方
と
し
て
、

　
　
「
ハ
」
→
「
ツ
」
→
「
ル
」

と
い
う
流
れ
に
よ
る
ま
と
ま
り
と
、
そ
れ
に
並
走
す
る

　
　
「
ス
」
→
「
イ
」

と
い
う
流
れ
に
よ
る
ま
と
ま
り
が
あ
る
よ
う
に
も
見
え
る
。

西念寺本の
行の記され方

〔
2
行
目
〕

〔
3
行
目
〕

ケ
フ
ヿ　

コ
ト
ヽ
モ
リ　

ハ
ツ　

イ
ト
　

ム　

カ

　
　
　
　
　
　
　
　

 
ル
イ

フ　

ウ
ツ
爪　

ハ
ツ　

ス　

ヒ
ノ
ハ
フ　

フ
ム

　

こ
の
3
行
目
の
記
載
状
況
の
解
釈
に
よ
り
、
今
回
の
異
本
注
記
の
問
題
に
つ
い
て
、
次
の

〈
ｃ
〉
案
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

〈
ｃ
〉
西
念
寺
本
の
異
本
注
記
は
⑫
「
ル
イ
」
で
は
な
く
『
ス
イ
』
で
あ
り
、そ
の
『
ス
イ
』

に
対
す
る
底
本
の
注
記
は
⑪
「
ハ
ツ
ス
」
で
は
な
く
『
ハ
ツ
ル
』
で
あ
る
。

ゆ
え
に
、
西
念
寺
本
の
『
ス
イ
』
は
『
ハ
ツ
ル
』
の
『
ル
』
字
に
対
す
る
異
本
注

記
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
〈
ｃ
〉
案
の
場
合
は
、

　

・
西
念
寺
本
の
異
本
注
記
『
ス
イ
』
は
、「『
ハ
ツ
ル
』
の
『
ル
』
が
異
本
で
は
『
ス
』
と

記
さ
れ
て
い
る
」
の
意
を
示
し
て
い
る
。

と
い
う
こ
と
に
な
り
、
内
容
的
に
は
〈
ｂ
〉
の
逆
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

異本対照直後の
西念寺本の推定状況

コ
ト
ヽ
モ
リ　

　

 

ハ
ツ
ル　

　
　
　
　

ス
イ

　
　
　
　
　
　

↓

ある転写時の
西念寺本の推定状況

コ
ト
ヽ
モ
リ　

　
　
　
　

ル
イ

　

ハ
ツ　

ス　

　
　
　
　
　
　

↓

現西念寺本の状況の
一般的な理解

コ
ト
ヽ
モ
リ　

　
　
　
　

ル
イ

　

ハ
ツ　

ス　

　

異
本
対
照
直
後
に
お
い
て
は
、『
ハ
ツ
ル
』、『
ス
イ
』
と
記
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
あ
る

転
写
の
際
に
、
3
行
目
を
蛇
行
す
る
よ
う
に
記
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
、「
ハ
」「
ツ
」「
ル
」

と
「
ス
」「
イ
」
の
箇
所
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
右
下
に
向
か
う
よ
う
に
書
い
て
し
ま
い
、

そ
れ
が
、
現
西
念
寺
本
に
お
い
て
は
、
⑪
「
ハ
ツ
ス
」
と
⑫
「
ル
イ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
と

誤
解
さ
れ
る
よ
う
に
見
え
る
状
況
を
作
り
出
し
た
原
因
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

　

そ
の
よ
う
な
解
釈
で
、改
め
て
記
載
状
況
を
見
直
す
と
、⑫
「
ル
イ
」
の
「
イ
」
字
が
「
ル
」

字
よ
り
も
左
寄
り
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、「
イ
」
字
が
「
ル
」
字
よ
り
も
⑪
「
ハ
ツ
ス
」

の
「
ス
」
字
に
関
係
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。

　

こ
の
、
西
念
寺
本
の
第
十
一
注
記
を
『
ハ
ツ
ル
』、
そ
し
て
異
本
注
記
を
『
ス
イ
』
と
考

え
る
案
に
基
づ
け
ば
、
表
Ｂ
─

55
─
ａ
に
示
し
た
よ
う
に
、
観
智
院
本
・
高
山
寺
本
の
第
十
二

注
記
が
「
ハ
ツ
ス
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
西
念
寺
本
の
異
本
注
記
は
観
智
院
本
・
高
山
寺
本

の
記
述
と
一
致
す
る
こ
と
に
な
り
、〈
ｃ
〉
案
に
は
、
根
拠
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ



西念寺本類聚名義抄における増補と脱漏　─異本注記の有無について─（十一）

113（8）

し
て
、
異
本
対
照
時
の
西
念
寺
本
の
底
本
に
記
さ
れ
て
い
た
『
ハ
ツ
ル
』
と
い
う
記
述
が
特

異
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る（

（（（
（

。

　

と
す
れ
ば
、〈
ｂ
〉
案
と
〈
ｃ
〉
案
の
ど
ち
ら
の
可
能
性
が
高
い
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
「
ハ
ツ
ス
」
も
し
く
は
『
ハ
ツ
ル
』
に
お
け
る
「
ツ
」
字
の
大
き
さ
に
対
し
て
、「
ハ
ツ
ス
」

の
「
ス
」
字
も
、『
ハ
ツ
ル
』
の
「
ル
」
字
も
、「
ス
」
字
が
縦
長
で
、「
ル
」
字
が
横
長
で

あ
る
と
い
う
相
違
は
あ
る
も
の
の
、
周
囲
の
カ
タ
カ
ナ
と
比
較
す
れ
ば
、
ど
ち
ら
も
小
字
で

あ
る
こ
と
は
同
様
で
、異
本
注
記
を
小
字
で
書
く
と
い
う
点
か
ら
の
差
異
は
な
い
と
言
え
る
。

　
「
ス
」
字
よ
り
も
「
ル
」
字
の
方
が
距
離
的
に
「
ツ
」
字
に
近
い
よ
う
に
も
見
え
る
点
、『
ス

イ
』
の
「
ス
」
字
の
位
置
が
、
対
象
と
考
え
る
『
ハ
ツ
ル
』
の
「
ル
」
字
の
左
下
に
位
置
す

る
点
、
異
本
注
記
を
『
ス
イ
』
と
し
た
場
合
の
異
本
の
内
容
が
、
観
智
院
本
・
高
山
寺
本
と

一
致
す
る
点
に
お
い
て
は
、〈
ｃ
〉
案
の
方
が
優
位
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、〈
ｃ
〉
案
に
は
問
題
点
も
あ
る
。
一
つ
は
、
3
行
目
の
末
尾
の
⑬
「
ヒ
ノ
ハ
フ
」、

⑭
「
フ
ム
」
に
お
い
て
は
、
行
と
し
て
の
流
れ
に
目
立
つ
混
乱
が
な
い
の
に
対
し
て
、
当
初

は
、3
行
目
の
左
側
に
記
さ
れ
た
は
ず
の
異
本
注
記
『
ス
イ
』
の
一
部
で
あ
る
「
イ
」
字
が
、

あ
る
転
写
時
に
お
い
て
行
が
蛇
行
し
た
結
果
、
本
文
の
3
行
目
の
行
を
飛
び
越
え
て
、
2
行

目
に
接
近
す
る
と
い
う
、
突
飛
過
ぎ
る
ア
ク
シ
デ
ン
ト
を
想
定
す
る
点
で
あ
る
。
も
う
一
つ

は
、
も
し
、『
ハ
ツ
ル
』
と
『
ス
イ
』
が
蛇
行
し
て
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、『
ハ
ツ
ル
』

と
『
ス
イ
』
の
各
文
字
自
体
も
、
行
の
流
れ
に
沿
っ
て
左
に
傾
い
て
記
さ
れ
て
い
て
欲
し
い

と
い
う
点
で
あ
る（

（（（
（

。

　

そ
れ
ら
と
比
較
す
れ
ば
、〈
ｂ
〉
案
で
、
異
本
注
記
⑫
「
ル
イ
」
の
「
ル
」
字
が
、
対
象

と
す
る
⑪
「
ハ
ツ
ス
」
の
「
ス
」
字
の
位
置
よ
り
も
高
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
の
方
が
、
ま

だ
、
問
題
が
小
さ
い
よ
う
に
は
思
わ
れ
る
。

　

西
念
寺
本
に
お
け
る
書
写
作
業
の
乱
れ
か
ら
す
れ
ば
、
ど
ん
な
ア
ク
シ
デ
ン
ト
で
も
起
こ

り
得
る
よ
う
な
気
が
す
る
の
も
、
致
し
方
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、〈
ｂ
〉

案
の
方
が
、
幾
分
、
現
実
的
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

※
紙
面
の
都
合
に
よ
り
本
稿
を
分
載
致
し
ま
す
。
以
下
続
。

注
　
記

（
190
）
資
料
Ｂ
─

54
の
各
写
本
に
お
い
て
三
つ
の
標
出
漢
字
が
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
高
山
寺
本
に
お
い
て
、

異
体
字
の
関
係
に
あ
る
三
つ
の
標
出
漢
字
を
ま
と
め
て
記
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
そ
の
他
の
写
本

に
お
い
て
は
、
第
1
番
目
の
標
出
漢
字
を
第
2
・
第
3
番
目
の
標
出
漢
字
と
は
分
け
て
項
目
立
て
し

て
い
る
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
り
各
標
出
漢
字
に
対
す
る
字
体
注
記
の
記
載
場
所
に
異
同
が
生
じ

て
い
る
が
、
そ
う
し
た
異
同
自
体
は
、
こ
こ
で
の
考
察
に
関
係
し
な
い
。

（
191
）
資
料
Ｂ
─

54
に
示
し
た
よ
う
に
、
西
念
寺
本
の
注
記
の
記
載
状
況
に
お
い
て
は
、
一
注
記
に
お
け
る
文

字
相
互
の
間
隔
が
均
一
で
な
い
た
め
に
、
注
記
を
分
か
ち
書
き
す
る
方
針
が
機
能
し
て
い
な
い
と
思

わ
れ
る
箇
所
が
複
数
見
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
文
字
相
互
の
間
隔
の
広
狭
の
み
に
し
た
が
っ
た
場
合
、

文
字
列
の
ま
と
ま
り
に
対
す
る
理
解
と
し
て
は
、
一
般
的
に
は
、
補
助
資
料
Ｂ
─

54
─

ア
の
よ
う
に
区

切
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

西念寺本の
解釈の一例

莫　

人
ト　

シ
ハ
ル
カ
ナ
リ　

カ
ク
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

ク
イ
本

コ
ト　

ナ　

ラ　

ム　

ハ
カ
ク　

シ
ル
シ　

ノ
フ

本
稿
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
考
察
を
開
始
す
る
際
に
は
、
可
能
な
限
り
現
況
に
対
し
て
事
前
の

解
釈
を
加
え
な
い
こ
と
を
方
針
と
し
て
き
た
が
、
今
回
に
お
い
て
は
、
そ
の
段
階
か
ら
述
べ
よ
う
と

す
る
と
、
説
明
が
煩
雑
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
資
料
Ｂ
─

54
か
ら
表
Ｂ
─

54
─
ａ
を
作
成
す
る
に
あ
た

り
、
殊
に
西
念
寺
本
に
お
い
て
は
、
観
智
院
本
・
高
山
寺
本
・
鎮
国
守
国
神
社
本
と
の
比
較
に
よ
り
、

注
記
の
切
れ
目
に
つ
い
て
、
事
前
の
調
整
を
行
っ
た
。
但
し
、
末
尾
の
「
シ
ル
シ　

ノ
フ
」
に
つ
い

て
は
、
こ
こ
で
の
テ
ー
マ
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
他
の
写
本
間
で
も
配
列
順
序
に
異
同
が
見

え
る
の
で
、
当
初
の
原
則
に
し
た
が
い
、
そ
の
状
況
を
事
前
調
整
し
な
い
こ
と
と
し
た
。

ま
た
、
高
山
寺
本
の
⑥
「
コ
ト
ナ
ラ
▲ム

」
の
「
▲
」
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
三
角
形
を
記
し
た
も

の
で
は
な
く
、
お
そ
ら
く
誤
記
を
墨
で
塗
り
つ
ぶ
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
形
が
特
徴
的
で
、

誤
記
し
た
文
字
の
字
形
に
影
響
さ
れ
た
結
果
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
特
に
「
▲
」

の
記
号
で
代
用
し
て
記
す
こ
と
に
し
た
も
の
で
、
書
写
者
が
底
本
の
記
載
を
三
角
形
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
た
と
考
え
る
も
の
で
は
な
い
。

（
192
）
資
料
Ｂ
─

54
に
示
し
た
各
標
出
漢
字
を
『
邈
』
字
に
関
す
る
も
の
と
考
え
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
資
料

Ｂ
─

54
の
各
写
本
に
お
け
る
2
番
目
の
標
出
漢
字
が
、観
智
院
本
・
西
念
寺
本
で
は
右
側
の
字
画
の
《
㒵
》

の
部
分
の
末
尾
の
字
画
が
《
ハ
》、
鎮
国
守
国
神
社
本
で
は
《

》
と
な
っ
て
い
る
が
、
高
山
寺
本
に

お
い
て
は
、
そ
の
箇
所
が
《
儿
》
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
そ
れ
ら
の
字
画
を
《
皃
》

補助資料B−54−ア
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の
変
形
し
た
も
の
と
推
測
す
る
こ
と
で
、
二
番
目
の
標
出
漢
字
は
、（
5
）
の
「
大
漢
和
辞
典
」
に
お

け
る
「
邈
」
字
（39198

番
）
に
相
当
す
る
も
の
と
考
え
た
。

（
193
）
表
Ｂ
─

54
─
ａ
に
示
し
た
よ
う
に
、
高
山
寺
本
の
⑨
「
シ
ル
」、
鎮
国
守
国
神
社
本
の
⑦
「
シ
ル
」
に
、

直
接
的
に
対
応
す
る
注
記
が
観
智
院
本
に
は
見
え
な
い
。
し
か
し
観
智
院
本
の
③
「
ハ
カ
ク
シ
ル
」

に
つ
い
て
は
、
西
念
寺
本
⑥
「
ハ
カ
ク
」、
高
山
寺
本
⑦
「
ハ
カ
ク
」、
鎮
国
守
国
神
社
本
⑤
「
ハ
ヤ
ク
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
観
智
院
本
の
③
「
ハ
カ
ク
シ
ル
」
は
、
本
来
、『
ハ
カ
ク　

シ
ル
』
の
よ
う
に
分

か
ち
書
き
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
転
写
を
重
ね
る
う
ち
に
接
近
し
、
一
注
記
で
あ
る
か
の
よ
う
に
記

さ
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
そ
の
『
シ
ル
』
の
部
分
が
、
高
山
寺
本
の
⑨
「
シ
ル
」、
鎮
国
守

国
神
社
本
の
⑦
「
シ
ル
」
に
対
応
す
る
記
述
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
る
。
と
す
る
と
、
観
智
院
本
に

お
い
て
『
ハ
カ
ク　

シ
ル
』
の
順
で
あ
る
こ
と
と
、高
山
寺
本
で
⑦
「
ハ
カ
ク
」
⑧
「
カ
ク
ル
」
⑨
「
シ

ル
」
の
順
で
あ
る
こ
と
、
鎮
国
守
国
神
社
本
に
お
い
て
も
⑤
「
ハ
ヤ
ク
」
⑥
「
カ
ク
ル
」
⑦
「
シ
ル
」

で
あ
る
こ
と
と
は
配
列
順
が
異
な
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
『
ハ
・
カ
・
ク
・
シ
・
ル
』
の
配
列
順
に

つ
い
て
、
観
智
院
本
と
西
念
寺
本
と
は
同
様
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
こ
の
写
本
間
に
お
け
る
配

列
順
の
相
違
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
す
る
。
な
お
、
観
智
院
本
の
『
ハ
カ
ク
』
に
つ
い
て
は
、

西
念
寺
本
⑥
「
ハ
カ
ク
」、
高
山
寺
本
⑦
「
ハ
カ
ク
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
語
義
の
点
か
ら
、
鎮

国
守
国
神
社
本
の
⑤
「
ハ
ヤ
ク
」
が
正
し
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

（
194
）（
14
）
の
草
川
氏
の
『
五
本
対
照
類
聚
名
義
抄
和
訓
集
成
』
で
は
、
西
念
寺
本
の
「
シ
・
ル
・
シ
・
ノ
・

フ
」
の
文
字
列
を
「
シ
ル
」
の
項
目
と
「
シ
ノ
フ
」
の
項
目
に
分
け
て
お
ら
れ
る
。「
シ
ノ
フ
」
の
項

目
の
高
山
寺
本
に
お
い
て
は
「
シ
ノ
グ
」
と
の
関
係
も
示
さ
れ
て
お
り
、「
シ
ノ
グ
」
の
項
目
も
立
て

て
お
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
そ
も
そ
も
、
な
ぜ
西
念
寺
本
の
「
シ
・
ル
・
シ
・
ノ
・
フ
」
の
文
字
列
が
、
⑦
「
シ
ル
シ
」

⑧
「
ノ
フ
」
と
あ
る
よ
う
に
見
え
て
し
ま
う
の
か
に
つ
い
て
、
以
下
に
一
案
を
述
べ
て
お
く
こ
と
と

す
る
。

補
助
資
料
Ｂ
─

54
─

イ
は
、
西
念
寺
本
の
「
シ
・
ル
・
シ
・
ノ
・
フ
」
の
文
字
列
の
記
載
状
況
を
示
す

た
め
に
、
各
文
字
の
位
置
関
係
と
字
形
に
留
意
し
て
当
該
箇
所
を
拡
大
し
、
模
写
し
直
し
た
も
の
で

あ
る
。
そ
こ
に
は
⑦
「
シ
ル
シ
」
と
⑧
「
ノ
フ
」
の
前
後
の
状
況
も
示
す
た
め
に
⑥
「
ハ
カ
ク
」
か

ら
末
尾
の
⑨
「
ク
イ
本
」
の
状
況
ま
で
を
示
し
た
が
、「
ク
イ
本
」
に
つ
い
て
は
、「
～
イ
本
」
と
あ

る
こ
と
と
、
注
記
が
記
さ
れ
る
正
規
の
行
か
ら
右
に
外
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
他
の
記
述
と
紛

れ
る
こ
と
が
な
く
、
独
立
し
た
記
述
で
あ
る
こ
と
は
、
容
易
に
理
解
さ
れ
る
の
で
、
以
下
に
お
い
て
は
、

「
ク
イ
本
」
を
除
く
「
ハ
・
カ
・
ク
・
シ
・
ル
・
シ
・
ノ
・
フ
」
の
8
文
字
の
記
載
状
況
に
つ
い
て
考

え
る
こ
と
と
す
る
。

補
助
資
料
Ｂ
─

54
─

イ
に
は
、
説
明
の
便
宜
上
、「
ハ
・
カ
・
ク
・
シ
・
ル
・
シ
・
ノ
・
フ
」
の
8
文
字
に
、

1
か
ら
8
の
番
号
を
付
し
、
各
文
字
の
間
隔
を
示
す
た
め
に
補
助
線
を
引
き
、
各
間
隔
に
ⓐ
か
ら
ⓖ

の
記
号
を
付
し
た
。

さ
て
、
一
般
的
に
、
注
記
を
分
か
ち
書
き
す
る
際
に
は
、
注
記
相
互
の
間
隔
が
、
各
注
記
を
構
成
す

る
文
字
相
互
の
間
隔
よ
り
も
広
く
な
る
よ
う
に
記
す
る
必
要
が
あ
る
。

し
か
し
、
補
助
資
料
Ｂ
─

54
─

イ
に
お
い
て
、
ⓐ
か
ら
ⓖ
の
広
狭
を
見
る
と
、
各
注
記
相
互
の
間
隔
や

注
記
内
の
文
字
相
互
の
間
隔
が
整
っ
て
お
ら
ず
、
一
瞥
し
た
だ
け
で
は
各
注
記
の
区
切
り
目
を
理
解

し
に
く
い
状
態
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

目
立
つ
の
は
、
間
隔
ⓒ
が
、
相
対
的
に
最
も
広
く
取
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
3

の
「
ク
」
と
4
の
「
シ
」
の
間
に
注
記
と
し
て
の
切
れ
目
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
予
測
が
立

つ
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
が
契
機
に
な
っ
て
、
ⓐ
ⓑ
の
間
隔
が
や
や
広
く
は
見
え
る
も
の
の
、
1
「
ハ
」、

2
「
カ
」、
3
「
ク
」
の
文
字
列
が
、
一
注
記
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

一
方
、
4
の
「
シ
」
以
降
の
文
字
間
隔
を
見
る
と
、
ⓓ
が
や
や
広
め
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
4
の
「
シ
」

一
字
で
独
立
し
た
注
記
か
と
、
一
瞬
迷
い
そ
う
だ
が
、
そ
の
場
合
、
5
の
「
ル
」
が
ラ
行
の
仮
名
で

あ
る
こ
と
で
訓
注
記
の
冒
頭
と
は
考
え
に
く
い
こ
と
や
、
一
方
で
、
ⓕ
が
や
や
広
く
見
え
る
の
に
対

し
て
、
ⓔ
と
ⓖ
が
狭
く
見
え
る
こ
と
で
、
4
「
シ
」、
5
「
ル
」、
6
「
シ
」
の
3
文
字
と
、
7
「
ノ
」、

8
「
フ
」
の
2
文
字
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ま
と
ま
っ
た
記
述
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
今
回
に
お
い
て
は
、
文
字
間
隔
の
問
題
以
外
に
、
カ
タ
カ
ナ
の
字
形
の
類
似
性
と
い
う
要

素
が
影
響
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、補
助
資
料
Ｂ
─

54
─

イ
に
見
る
よ
う
に
、4
「
シ
」、

5
「
ル
」、
6
「
シ
」
は
、
い
ず
れ
も
最
終
の
字
画
を
、
右
上
方
に
長
く
払
い
上
げ
て
い
る
た
め
に
、

各
文
字
の
横
幅
が
極
端
に
広
く
な
っ
て
い
る
。
カ
タ
カ
ナ
の
『
シ
』
や
『
ル
』
を
横
長
に
書
く
の
は
、

書
写
者
の
書
き
癖
の
よ
う
で
あ
る
の
だ
が
、
そ
れ
ら
が
3
文
字
連
続
し
て
記
さ
れ
て
た
後
に
、
続
く

7
「
ノ
」、
8
「
フ
」
が
、
ど
ち
ら
も
左
下
に
払
う
縦
長
の
字
画
で
あ
る
と
い
う
字
画
の
類
似
性
が
、

ⓕ
の
相
対
的
な
広
さ
と
も
相
俟
っ
て
、「
シ
・
ル
・
シ
・
ノ
・
フ
」
の
文
字
列
を
「
シ
・
ル
・
シ
」
と
「
ノ
・

フ
」
の
二
つ
の
ま
と
ま
り
に
見
え
る
よ
う
に
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
考
え
る
。
こ
れ
が
誤
解
の
原
因

と
考
え
る
。

資
料
Ｂ
─

54
に
示
し
た
よ
う
に
、
西
念
寺
本
の
⑤
「
コ
ト
ナ
ラ
ム
」
か
ら
始
ま
る
2
行
目
の
注
記
に
お

い
て
は
、続
く
⑥
「
ハ
カ
ク
」
の
記
述
ま
で
に
、文
字
間
隔
を
広
く
取
り
す
ぎ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

補助資料B−54−イ
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書
写
者
と
し
て
は
、
補
助
資
料
Ｂ
─

54
─

イ
の
4
の
「
シ
」
ま
で
を
転
写
し
た
段
階
で
、
同
様
の
文
字

間
隔
を
取
っ
て
行
く
と
、
残
り
の
記
述
を
書
く
ス
ペ
ー
ス
が
不
足
す
る
と
考
え
る
な
ど
し
て
、
5
の

「
ル
」
以
下
の
文
字
間
隔
を
詰
め
て
記
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
但
し
、
そ
れ
が

現
存
本
の
書
写
時
に
お
い
て
発
生
し
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

（
195
）
高
山
寺
本
の
⑩
「
シ
ノ
ク
」
に
付
さ
れ
た
声
点
の
声
調
に
つ
い
て
は
、（
38
）
の
望
月
氏
は
、
そ
れ
ぞ

れ
（
平
）（
平
）（
上
濁
）
と
判
断
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

（
196
）
鎮
国
守
国
神
社
本
の
異
本
注
記
⑨
「
ク
イ
」
は
、
西
念
寺
本
の
異
本
注
記
⑨
「
ク
イ
本
」
と
同
様
の
内

容
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
西
念
寺
本
と
鎮
国
守
国
神
社
本
の
異
本
注
記
が
内
容
的
に
一
致
す

る
例
は
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
、「
ク
」
字
と
「
フ
」
字
の
字
体
の
類
似
に
よ
る

誤
記
が
、
西
念
寺
本
と
鎮
国
守
国
神
社
本
の
各
周
辺
で
発
生
し
た
の
は
偶
然
の
一
致
で
あ
る
可
能
性

が
あ
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
197
）
因
に
、
表
Ｂ
─

55
─
ａ
に
お
け
る
観
智
院
本
の
⑫
「
ハ
ツ
ス
」、
西
念
寺
本
の
⑪
「
ハ
ツ
ス
」、
高
山
寺
本

の
⑫
「
ハ
ツ
ス
」
に
相
当
す
る
注
記
が
鎮
国
守
国
神
社
本
に
見
え
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、（
128
）
の

山
本
秀
人
氏
の
論
考
に
言
及
が
あ
る
。

（
198
）
補
助
資
料
Ｂ
─

55
─

ア
に
、
西
念
寺
本
の
⑫
「
ル
イ
」
の
記
載
状
況
を
示
す
た
め
に
、
各
文
字
の
位
置
関

係
と
字
形
に
留
意
し
て
当
該
箇
所
を
部
分
的
に
拡
大
し
、
模
写
し
直
し
た
も
の
を
示
す
。

そ
れ
に
対
し
て
、⑥
「
コ
ト
丶
モ
リ
」
の
項
目
に
は
、そ
う
し
た
記
載
が
見
え
な
い
こ
と
か
ら
、⑫
「
ル

イ
」
を
⑪
「
ハ
ツ
ス
」
の
「
ス
」
字
に
対
す
る
異
本
注
記
と
し
て
考
え
て
お
ら
れ
る
も
の
と
推
測
す
る
。

（
201
）
第
17
項
目
（
資
料
Ｂ
─

15
）
は
、異
本
注
記
を
左
側
に
付
す
ケ
ー
ス
に
お
け
る
例
外
。
第
4
章
で
触
れ
る
。

（
202
）
類
似
の
ケ
ー
ス
と
し
て
は
、
第
6
項
目
（
資
料
Ｂ
─

6
）
が
あ
っ
た
。

な
お
、
こ
れ
は
、〈
ａ
〉
の
場
合
と
し
て
も
、
⑫
「
ル
イ
」
が
、
⑥
「
コ
ト
丶
モ
リ
」
の
「
リ
」
字
の

左
上
方
か
ら
記
さ
れ
て
、不
自
然
で
あ
り
、⑫
「
ル
イ
」
の
記
載
位
置
が
曖
昧
に
見
え
る
一
因
で
あ
る
。

ま
た
、（
14
）
の
草
川
氏
の
『
五
本
対
照
類
聚
名
義
抄
和
訓
集
成
』
で
は
、
補
助
資
料
Ｂ
─

55
─

イ
に
示

し
た
よ
う
に
、西
念
寺
本
の
⑪
「
ハ
ツ
ス
」
に
関
す
る
項
目
に
お
い
て
は
、「
ス
」
字
の
真
右
に
「
ル
イ
」

を
記
し
て
お
ら
れ
、
本
稿
と
は
認
識
が
異
な
る
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
問
題
と
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
203
）
そ
の
理
由
と
し
て
、
例
え
ば
、
資
料
Ｂ
─

55
に
示
し
た
西
念
寺
本
の
⑥
「
コ
ト
丶
モ
リ
」、⑨
「
イ
ト

」、

⑨
「
ム
カ
フ
」、
⑩
「
ウ
ツ
爪
」
な
ど
に
お
け
る
、
一
注
記
内
の
文
字
相
互
、
お
よ
び
注
記
相
互
の
間

隔
の
乱
れ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
⑥
「
コ
ト
丶
モ
リ
」
に
お
い
て
は
、「
ト
」
と
「
丶
」
の
間
隔
が
広
す
ぎ
、

⑨
「
イ
ト

」
と
⑨
「
ム
カ
フ
」
に
お
い
て
は
、「

」
と
「
ム
」
の
間
隔
が
狭
す
ぎ
、
⑩
「
ウ
ツ
爪
」

に
お
い
て
は
「
ツ
」
と
「
爪
」
の
間
隔
が
広
す
ぎ
る
た
め
に
、
当
該
箇
所
に
お
け
る
分
か
ち
書
き
の

工
夫
が
機
能
せ
ず
、
結
果
的
に
、
各
注
記
ご
と
の
文
字
列
の
ま
と
ま
り
を
判
別
し
に
く
く
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
現
象
は
、
転
写
者
が
、
そ
れ
ら
の
文
字
列
を
語
と
し
て
認
識
し
、
一
つ
の
ま
と
ま
り
と
し

て
書
写
し
て
い
た
際
の
作
業
結
果
と
は
考
え
に
く
く
、
む
し
ろ
、
注
記
の
意
味
内
容
を
考
え
ず
、
機

械
的
に
各
文
字
を
転
写
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
い
が
生
ず
る
。

（
204
）
そ
も
そ
も
、
2
行
目
末
尾
の
⑨
「
ム
カ
フ
」
を
「
ム
カ
」
ま
で
書
い
て
、
途
中
で
や
め
、
⑫
「
ル
イ
」

を
書
い
て
後
、
3
行
目
を
書
く
際
に
な
っ
て
、
⑨
「
ム
カ
フ
」
の
「
フ
」
か
ら
書
く
な
ど
と
い
っ
た

こ
と
は
、
不
自
然
で
、
い
か
に
も
機
械
的
な
行
為
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
、
転
写
者
が
⑫
「
ル
イ
」
の

み
な
ら
ず
、
そ
の
他
の
記
述
に
対
し
て
も
、
記
載
内
容
の
意
味
ま
で
は
考
慮
し
て
い
な
い
と
考
え
る

こ
と
の
証
左
と
考
え
る
。

（
205
）
因
に
、
字
鏡
集
、
字
鏡
鈔
に
お
け
る
「
這
」
項
目
に
対
す
る
注
記
と
し
て
は
、「
ハ
ツ
ル
」
の
例
が
、

白
河
本
字
鏡
集
に
2
例
、
寛
元
本
字
鏡
集
に
1
例
、
天
文
本
字
鏡
鈔
に
1
例
見
え
る
が
「
ハ
ツ
ス
」

の
例
は
見
え
な
い
。
以
下
に
各
「
這
」
項
目
の
カ
タ
カ
ナ
注
記
を
紹
介
す
る
（
傍
線
筆
者
）。
な
お
、

字
鏡
集
、
字
鏡
鈔
に
つ
い
て
は
（
89
）
の
複
製
本
に
よ
っ
た
。

・
白
河
本
字
鏡
集
（
十
九
巻
958
頁
）

　

ケ
ム　

／

　

ハ
ツ
ル　

メ
ク
ル　

ヨ
ハ
フ　

ハ
フ　

ム
カ
フ　

ス
丶
ム　

ハ
ヒ
イ
ル　

／

　

イ
ト
　

イ
フ
コ
ト　

コ
ト
丶
モ
リ　

ハ
ツ　

フ
ム　

ハ
ツ
ル

補助資料
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（
199
）「
ハ
ツ
ス
」
の
語
義
を
推
定
す
る
に
あ
た
り
、『
ハ
ツ
ル
』
の
形
へ
と
変
化
が
可
能
な
動
詞
を
探
し
、
そ

こ
か
ら
「
ハ
ツ
ス
」
は
「
外
」
の
意
の
「
は
づ
す
」
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
但
し
、標
出
漢
字
「
這
」

の
字
義
と
し
て
は
、（
5
）
の
『
大
漢
和
辞
典
』
の
「
這
」
字
（38849

番
）
の
項
目
に
、「
ハ
ツ
ス
」

ま
た
は
『
ハ
ツ
ル
』
に
相
当
、ま
た
は
、そ
れ
ら
に
類
似
す
る
も
の
が
見
え
な
い
。
ま
た
、（
16
）
の
『
訓

点
語
彙
集
成
』
に
も
「
這
」
字
に
対
し
て
「
ハ
ツ
ス
」
ま
た
は
『
ハ
ツ
ル
』
と
訓
じ
た
用
例
は
見
え

な
い
。

（
200
）（
14
）
の
草
川
氏
の
『
五
本
対
照
類
聚
名
義
抄
和
訓
集
成
』
で
は
、
補
助
資
料
Ｂ
─

55
─

イ
に
示
し
た
よ

う
に
、こ
の
西
念
寺
本
の
⑫
「
ル
イ
」
を
⑪
「
ハ
ツ
ス
」
の
項
目
に
付
随
さ
せ
て
紹
介
し
て
お
ら
れ
、「
ス
」

字
の
右
に
「
ル
イ
」
と
小
字
で
記
さ
れ
て
い
る
。

補助資料
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・
寛
元
本
字
鏡
集
（
巻
七
899
頁
）

　

ケ
ン　

／

　

ム
カ
フ　

ソ
ツ
ス　

ハ
ツ　

フ
ム　

ハ
フ　

ヨ
ハ
フ　

／

　

メ
ク
ル　

ス
丶
ム　

イ
ト
マ　

ノ
フ　

ハ
ヒ
コ
ル　

イ
フ
ヿ　

コ
ト
丶
モ
リ　

／

　

ハ
ツ
ル

・
天
文
本
字
鏡
鈔
（
巻
第
六1161

頁
）

　

ケ
ン　

／

　

ヨ
ハ
フ　

ウ
ツ
ス　

ム
カ
フ　

メ
ク
ル　

ス
丶
ム　

イ
ト
　

ハ
フ　

／

　

ノ
フ　

ハ
ツ　

ハ
ヒ
イ
ル　

イ
フ
コ
ト　

コ
ト
丶
モ
リ　

フ
ム　

ハ
ツ
ル

　
　（

206
）
文
字
の
傾
き
の
点
に
つ
い
て
は
、
行
が
蛇
行
し
た
転
写
の
際
に
は
傾
い
て
い
た
も
の
が
、
そ
の
後
、
さ

ら
に
転
写
さ
れ
た
際
に
文
字
の
傾
き
の
み
が
手
直
し
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
が
、
想
像
を

重
ね
過
ぎ
る
か
と
考
え
た
。


